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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
フ
ァ
イ
ア
ー
エ
ム
ブ
レ
ム
Ｇ
Ｂ
Ａ
版
の
キ
ャ
ラ
を
使
っ
て
、
白
雪
姫
の
話
を

書
い
て
み
た
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
５
２
１
Ｔ

【
作
者
名
】

　
の
り
り
ん

【
あ
ら
す
じ
】

　
フ
ァ
イ
ア
ー
エ
ム
ブ
レ
ム
Ｇ
Ｂ
Ａ
版
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
、
白
雪
姫

の
話
を
書
い
て
み
ま
し
た
。
魔
力
の
成
長
率
が
優
秀
な
リ
リ
ー
ナ
姫
に
ル
ー
テ

女
王
が
嫉
妬
し
て
い
る
話
で
す
。
※
キ
ャ
ラ
崩
壊
（
特
に
ル
ー
テ
）
の
恐
れ
が
、

か
な
り
あ
り
ま
す
。
ル
ー
テ
を
心
の
底
か
ら
愛
し
て
い
る
人
や
キ
ャ
ラ
崩
壊
が

苦
手
な
人
は
読
ま
な
い
方
が
い
い
で
す
。
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（
前
書
き
）

白
雪
姫
…
リ
リ
ー
ナ
（
Ｆ
Ｅ
 

封
印
の
剣
）

産
み
の
母
親
…
フ
ロ
リ
ー
ナ
（
Ｆ
Ｅ
 

烈
火
の
剣
）

実
の
父
親
…
ヘ
ク
ト
ル
（
Ｆ
Ｅ
 

烈
火
の
剣
）

お
妃
…
ル
ー
テ
（
Ｆ
Ｅ
 

聖
魔
の
光
石
）

お
妃
の
家
来
…
カ
イ
ル
（
Ｆ
Ｅ
 

聖
魔
の
光
石
）

７
人
の
子
人

…
ル
ゥ
、
レ
イ
、
チ
ャ
ド
（
Ｆ
Ｅ
 

封
印
の
剣
）

エ
ル
ク
、
マ
シ
ュ
ー
、
ル
セ
ア
（
Ｆ
Ｅ
 

烈
火
の
剣
）

ア
ス
レ
イ
（
Ｆ
Ｅ
 

聖
魔
の
光
石
）

王
子
…
ロ
イ
（
Ｆ
Ｅ
 

封
印
の
剣
）

と
い
う
役
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
ぞ
。

※
ル
ー
テ
が
好
き
な
人
は
観
覧
注
意
で
す
。
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昔
、
あ
る
と
こ
ろ
に
リ
リ
ー
ナ
姫
と
い
う
優
秀
な
女
の
子
が
い
た
。

リ
リ
ー
ナ
姫
は
優
し
い
母
親
の
フ
ロ
リ
ー
ナ
に

大
切
に
育
て
ら
れ
て
、
美
し
く
成
長
し
た
。

し
か
し
、
母
親
の
フ
ロ
リ
ー
ナ
は
突
然

急
病
を
起
こ
し
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

リ
リ
ー
ナ
姫
「
お
母
様
…
…
。
（
涙
）
」

泣
い
て
い
る
リ
リ
ー
ナ
姫
の
た
め
に

ヘ
ク
ト
ル
王
は
新
し
い
お
妃
を
迎
え
た
。

し
か
し
、
新
し
い
お
妃
は
と
て
も
恐
ろ
し
い

魔
女
だ
っ
た
。

ル
ー
テ
女
王
と
い
う
お
妃
は
鏡
に
向
か
っ
て

訪
ね
た
。

ル
ー
テ
女
王
「
鏡
よ
鏡
、
世
界
で
１
番

優
秀
な
の
は
誰
で
す
か
？
」

す
る
と
、
鏡
の
精
は
正
直
に
こ
う
答
え
た
。

鏡
の
精
「
そ
れ
は
、
リ
リ
ー
ナ
姫
で
す
。
」

ル
ー
テ
女
王
「
何
で
す
っ
て
？
私
よ
り
優
秀
な
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人
が
い
る
な
ん
て
許
し
ま
せ
ん
。
」

怒
っ
た
ル
ー
テ
女
王
は
家
来
の
狩
人
カ
イ
ル
に

残
酷
な
命
令
を
し
た
。

ル
ー
テ
女
王

「
リ
リ
ー
ナ
姫
を
森
で
殺
し
て
来
て
下
さ
い
。
」

狩
人
の
カ
イ
ル
は
リ
リ
ー
ナ
姫
を
森
に
連
れ
て

行
っ
た
。
…
…
が
、
あ
ま
り
に
も
可
愛
い

リ
リ
ー
ナ
姫
を
殺
せ
な
か
っ
た
。

カ
イ
ル
「
や
っ
ぱ
り
、
俺
に
は
こ
ん
な
こ
と
を

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
リ
リ
ー
ナ
姫
、

こ
こ
か
ら
遠
く
へ
逃
げ
て
下
さ
い
。
」

リ
リ
ー
ナ
姫
「
ど
う
し
て
…
…
で
す
？
」

カ
イ
ル
「
理
由
は
言
え
ま
せ
ん
。
い
い
か
ら

早
く
逃
げ
て
下
さ
い
。
」

リ
リ
ー
ナ
姫
「
分
か
り
ま
し
た
。
」

狩
人
の
カ
イ
ル
は
城
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

森
の
奥
深
く
へ
進
む
、
リ
リ
ー
ナ
姫
…
…
、

リ
リ
ー
ナ
姫
「
こ
こ
は
、
ど
こ
か
し
ら
？
」

し
ば
ら
く
す
る
と
、
小
さ
な
家
が
あ
っ
た
。
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家
に
近
づ
く
と
、
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
、

リ
リ
ー
ナ
姫

「
ご
め
ん
下
さ
い
。
誰
か
い
ま
せ
ん
か
？
」

し
か
し
、
誰
も
出
な
か
っ
た
。

な
の
で
、
黙
っ
て
中
に
入
る
と
、

リ
リ
ー
ナ
姫
「
こ
こ
、
凄
い
汚
れ
て
い
る
わ
。
」

リ
リ
ー
ナ
姫
は
掃
除
を
し
始
め
た
。

そ
し
て
、
家
の
中
が
ピ
カ
ピ
カ
に
な
る
と

疲
れ
た
リ
リ
ー
ナ
姫
は
ベ
ッ
ト
で
寝
て

し
ま
っ
た
。

仕
事
が
終
わ
っ
た
７
人
の
子
人
は
家
に
帰
っ
た
。

家
に
着
く
と
、
子
人
達
は
中
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
び
っ
く
り
し

た
。

ル
ゥ
「
あ
れ
？
家
の
中
が
き
れ
い
だ
よ
。
」

エ
ル
ク
「
誰
が
掃
除
し
た
の
か
な
？
」

レ
イ
「
オ
バ
ケ
が
や
っ
た
ん
だ
ろ
？
」

と
言
う
と
、
レ
イ
と
チ
ャ
ド
と
マ
シ
ュ
ー
以
外
は
ビ
ビ
り
だ
し
た
。

チ
ャ
ド
「
お
い
！
レ
イ
。
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そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
」

マ
シ
ュ
ー

「
隈
無
く
探
せ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
？
」

ア
ス
レ
イ
「
そ
う
で
す
よ
。
」

ル
セ
ア
「
み
ん
な
で
探
し
ま
し
ょ
う
。
」

こ
う
し
て
子
人
達
は
家
の
中
を
隈
無
く
探
し
た
。

子
人
達
は
と
う
と
う
ベ
ッ
ト
で
寝
て
い
る

リ
リ
ー
ナ
姫
を
見
つ
け
た
。

ル
セ
ア
「
み
ん
な
、
見
て
下
さ
い
。

誰
か
が
寝
て
い
ま
す
よ
。
」

ル
ゥ
「
ホ
ン
ト
だ
。
で
も
、
可
愛
い
姫
だ
ね
。
」

レ
イ

「
全
く
、
図
々
し
い
っ
た
ら
あ
り
ゃ
し
な
い
。
」

と
言
っ
て
い
る
と
、
リ
リ
ー
ナ
姫
は
目
を

覚
ま
し
た
。

リ
リ
ー
ナ
姫

「
ふ
ぁ
～
、
よ
く
寝
た
。
っ
て
、
あ
～
っ
！
！

ご
め
ん
な
さ
い
！
！
私
、
今
出
て
行
き
ま
す
。
」

と
慌
て
て
出
て
行
こ
う
と
し
た
ら
、
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エ
ル
ク
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
」

エ
ル
ク
が
止
め
た
。

ア
ス
レ
イ
は
リ
リ
ー
ナ
姫
に
こ
う
質
問
を
し
た
。

ア
ス
レ
イ

「
家
の
中
を
掃
除
し
た
の
は
あ
な
た
で
す
か
？
」

リ
リ
ー
ナ
姫
「
え
え
。
」

マ
シ
ュ
ー
「
ほ
ら
見
ろ
！
！

オ
バ
ケ
が
す
る
わ
け
ね
ぇ
だ
ろ
！
！
」

レ
イ
「
そ
う
だ
っ
た
な
…
…
。
」

今
度
は
チ
ャ
ド
が
リ
リ
ー
ナ
姫
に
こ
う
質
問
を

し
た
。

チ
ャ
ド
「
で
、
あ
ん
た
（
リ
リ
ー
ナ
姫
）
は

ど
う
し
た
ん
だ
？
」

と
聞
く
と
、
リ
リ
ー
ナ
姫
は
今
ま
で
の
こ
と
を

子
人
達
に
言
っ
た
。

リ
リ
ー
ナ
姫
「
私
は
、
産
ん
で
く
れ
た
お
母
様
を
失
い
、
ル
ー
テ
女
王
に
追
い

出
さ
れ
て
森
を

歩
い
て
た
ら
偶
然
、
こ
こ
に
来
た
の
。

だ
か
ら
、
私
は
も
う
あ
の
城
に
は
帰
れ
な
い
。
」
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と
言
う
と
、
リ
リ
ー
ナ
姫
は
泣
い
て
し
ま
っ
た
。

エ
ル
ク
「
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
ね
。

そ
れ
な
ら
僕
達
と
一
緒
に
、
こ
こ
に
い
れ
ば

い
い
よ
。
み
ん
な
も
い
い
よ
ね
？
」

ル
セ
ア
「
私
は
勿
論
、
い
い
で
す
よ
。
」

ア
ス
レ
イ
「
私
も
同
意
で
す
。
」

マ
シ
ュ
ー
「
だ
か
ら
、
泣
く
な
っ
て
。
チ
ャ
ド
、
ル
ゥ
、
レ
イ
、
お
前
等
も
同

意
す
る
だ
ろ
？
」

ル
ゥ
「
僕
も
い
い
よ
。
」

チ
ャ
ド
「
俺
も
構
わ
な
い
。
」

レ
イ
「
好
き
に
い
る
が
い
い
。
」

リ
リ
ー
ナ
姫
「
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
料
理
が
得
意
な
の
で
、
作
っ
て
欲
し

い
物
が
あ
っ
た
ら

何
で
も
言
っ
て
ね
。
私
は
リ
リ
ー
ナ
姫
で
す
。
」

ル
ゥ
「
僕
は
ル
ゥ
。
」

レ
イ
「
俺
は
レ
イ
。
」

エ
ル
ク
「
僕
は
エ
ル
ク
。
」

チ
ャ
ド
「
俺
は
チ
ャ
ド
だ
。
」
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マ
シ
ュ
ー
「
俺
は
マ
シ
ュ
ー
だ
。
」

ル
セ
ア
「
私
は
ル
セ
ア
で
す
。
」

ア
ス
レ
イ
「
私
は
ア
ス
レ
イ
で
す
。
」

こ
う
し
て
リ
リ
ー
ナ
姫
は
家
事
の
仕
事
を

し
な
が
ら
七
人
の
子
人
達
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
。

一
方
、
ル
ー
テ
女
王
は
ま
た
鏡
に
向
か
っ
て

こ
う
言
っ
た
。

ル
ー
テ
女
王
「
鏡
よ
鏡
、
世
界
で
１
番

優
秀
な
の
は
私
で
し
ょ
う
？
」

鏡
の
精
は
ま
た
こ
う
答
え
た
。

鏡
の
精
「
い
い
え
、
違
い
ま
す
。
世
界
で
１
番

優
秀
な
の
は
森
で
７
人
の
子
人
と
暮
ら
し
て
い
る
リ
リ
ー
ナ
姫
で
す
。
」

ル
ー
テ
女
王
は
ま
た
激
怒
し
、

ル
ー
テ
女
王
「
カ
イ
ル
ゥ
ゥ
ゥ
、
私
の
命
令
に

背
き
ま
し
た
ね
。
（
怒
）
」

と
地
下
に
行
く
と
、
毒
液
を
作
り
、
リ
ン
ゴ
に

毒
を
塗
っ
た
。

ル
ー
テ
女
王
「
私
が
じ
か
に
行
っ
て
、
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毒
リ
ン
ゴ
を
リ
リ
ー
ナ
姫
に
食
べ
さ
せ
る
ま
で

で
す
。
優
秀
は
私
だ
け
で
十
分
で
す
。
」

と
魔
法
で
醜
い
リ
ン
ゴ
売
り
に
変
装
す
る
と
、

リ
リ
ー
ナ
姫
の
と
こ
ろ
へ
向
か
っ
た
。

一
方
、
リ
リ
ー
ナ
姫
は
、

マ
シ
ュ
ー
「
じ
ゃ
、
俺
達
は
宝
石
を
掘
り
に

行
く
か
ら
、
誰
か
来
て
も
絶
対
に
出
る
な
よ
。
」

ル
ゥ

「
リ
リ
ー
ナ
姫
、
元
気
で
留
守
番
し
て
て
ね
。
」

チ
ャ
ド
「
不
審
者
に
は
気
を
付
け
ろ
よ
。
」

エ
ル
ク
「
僕
達
は
ち
ょ
っ
と
遅
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
」

ル
セ
ア
「
何
か
し
て
過
ご
し
て
下
さ
い
。
」

レ
イ
「
今
日
は
ど
ん
な
宝
石
が
手
に
入
る
ん

だ
ろ
う
？
楽
し
み
だ
な
。
」

ア
ス
レ
イ
「
で
は
、
行
っ
て
き
ま
す
よ
。
」

と
言
う
と
子
人
達
は
出
か
け
て
行
っ
た
。

リ
リ
ー
ナ
姫
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー
い
。
」
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と
見
送
っ
た
。

し
ば
ら
く
時
間
が
経
ち
、
ル
ー
テ
女
王
が

リ
リ
ー
ナ
姫
の
い
る
子
人
達
の
家
に
着
く
と
、

窓
を
叩
い
て
、
リ
リ
ー
ナ
姫
に
声
を
か
け
た
。

ル
ー
テ
女
王
「
賢
く
て
、
可
愛
ら
し
い
お
姫
様
。
美
味
し
い
リ
ン
ゴ
を
食
べ
ま

せ
ん
？
」

リ
リ
ー
ナ
姫

「
ど
な
た
？
私
、
他
の
子
人
達
に
出
た
ら

い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
、
出
れ
な
い
の
。
」

リ
リ
ー
ナ
姫
は
反
抗
す
る
が
、

ル
ー
テ
女
王
「
私
は
ど
う
し
て
も
、
あ
な
た
に

食
べ
て
欲
し
い
リ
ン
ゴ
が
あ
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
警
戒
し
な
い
で
下
さ
い
。
こ
れ
を

食
べ
る
と
賢
く
な
っ
た
り
、
さ
ら
に
美
し
く

な
り
ま
す
よ
。
」

と
言
う
と
、
リ
リ
ー
ナ
姫
は
、

リ
リ
ー
ナ
姫
「
ホ
ン
ト
な
の
？

じ
ゃ
、
試
し
に
食
べ
て
み
る
わ
。
」

と
、
毒
入
り
だ
と
気
付
か
ず
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
次
の
瞬
間
、
リ
リ
ー
ナ
姫
は

毒
が
回
り
、

リ
リ
ー
ナ
姫
「
う
う
っ
、
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
。
」
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と
、
床
に
バ
タ
ン
ッ
と
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。

ル
ー
テ
女
王
「
大
成
功
で
す
！
！

こ
れ
で
私
が
１
番
、
優
秀
な
の
で
す
か
ら
。
」

と
、
喜
ん
で
城
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

夕
方
、
宝
石
を
た
く
さ
ん
集
め
た
子
人
達
は
家
に
帰
っ
て
来
た
。

家
に
着
く
と
、
倒
れ
て
い
る
リ
リ
ー
ナ
姫
を

見
つ
け
た
子
人
達
は
慌
て
た
。

ル
ゥ
「
あ
っ
、
リ
リ
ー
ナ
姫
。
」

チ
ャ
ド
「
大
丈
夫
か
？
」

マ
シ
ュ
ー
「
し
っ
か
り
し
ろ
！
！
」

エ
ル
ク
「
リ
リ
ー
ナ
姫
の
手
に
持
っ
て
る

リ
ン
ゴ
…
…
、
ま
さ
か
！
！
」

レ
イ
「
リ
リ
ー
ナ
姫
は
毒
入
り
の
リ
ン
ゴ
を

食
べ
た
ん
だ
な
。
」

ル
セ
ア
「
そ
ん
な
…
…
。
（
涙
）
」

ア
ス
レ
イ

「
食
べ
さ
せ
た
人
…
…
、
酷
す
ぎ
ま
す
。
」
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と
口
々
に
言
い
、
子
人
達
は
リ
リ
ー
ナ
姫
を

棺
の
中
に
入
れ
、
ず
っ
と
泣
い
て
い
た
。

す
る
と
、
馬
に
乗
っ
た
ロ
イ
王
子
が

通
り
か
か
っ
た
。

ロ
イ
王
子
「
君
達
、
ど
う
し
た
ん
だ
？
」

マ
シ
ュ
ー
「
俺
達
の
大
切
な
リ
リ
ー
ナ
姫
が
、

倒
れ
ち
ま
っ
た
ん
だ
。
」

と
言
う
と
、
ロ
イ
王
子
は
、

ロ
イ
王
子
「
ど
れ
ど
れ
…
…
、
僕
に
も

見
せ
て
く
れ
な
い
か
？
」

と
、
子
人
達
は
ロ
イ
王
子
に
棺
に
入
っ
た

リ
リ
ー
ナ
姫
を
見
せ
た
。
ロ
イ
王
子
は

一
目
で
リ
リ
ー
ナ
姫
を
好
き
に
な
っ
た
。

ロ
イ
王
子
は
棺
の
ふ
た
を
開
け
る
と
…
…
、

ロ
イ
王
子
「
生
き
て
い
れ
ば
結
婚
し
た
か
っ
た

け
ど
、
生
き
て
な
い
ん
じ
ゃ
仕
方
な
い
ね
。

別
れ
の
キ
ス
を
し
よ
う
。
」

ロ
イ
王
子
が
キ
ス
を
す
る
と
、
リ
リ
ー
ナ
姫
の

口
か
ら
毒
リ
ン
ゴ
の
欠
片
が
出
て
き
た
。

リ
リ
ー
ナ
姫
「
う
～
ん
…
…
。
あ
れ
っ
、
私
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確
か
リ
ン
ゴ
を
食
べ
て
…
…
。
」

ル
ゥ
「
あ
っ
、
リ
リ
ー
ナ
姫
が
目
を
開
い
た
。
」

エ
ル
ク
「
良
か
っ
た
…
…
。
」

レ
イ
「
生
き
返
っ
た
の
は
奇
跡
だ
な
。
」

マ
シ
ュ
ー
「
っ
た
く
、
心
配
し
た
ん
だ
ぞ
！
！
」

チ
ャ
ド
「
と
に
か
く
よ
か
っ
た
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。
」

ル
セ
ア
「
き
っ
と
、
神
様
が
救
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
す
よ
。
」

ア
ス
レ
イ
は
リ
リ
ー
ナ
姫
に
質
問
を
し
た
。

ア
ス
レ
イ
「
と
こ
ろ
で
リ
リ
ー
ナ
姫
、
こ
れ
か
ら
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
」

リ
リ
ー
ナ
姫
「
私
は
…
…
、
う
～
ん
…
…
？
」

と
考
え
て
い
る
と
、
ロ
イ
王
子
は
リ
リ
ー
ナ
姫
に
お
願
い
し
た
。

ロ
イ
王
子
「
リ
リ
ー
ナ
姫
、
僕
と
結
婚
し
て

く
れ
な
い
か
な
？
僕
は
君
が
大
好
き
だ
！
！
」

と
言
う
と
、
リ
リ
ー
ナ
姫
も
ロ
イ
王
子
が
好
き
に
な
っ
た
。

リ
リ
ー
ナ
姫
「
私
も
ロ
イ
王
子
が
大
好
き
よ
。

結
婚
し
ま
し
ょ
う
。
」



15

と
言
っ
た
。

ロ
イ
王
子
は
リ
リ
ー
ナ
姫
を
馬
に
乗
せ
、

子
人
達
が
別
れ
の
一
言
を
言
っ
た
。

ル
ゥ
「
リ
リ
ー
ナ
姫
と
は
さ
よ
な
ら
だ
ね
。
」

エ
ル
ク
「
も
っ
と
一
緒
に
い
た
か
っ
た
な
ぁ
。
」

チ
ャ
ド
「
ま
ぁ
、
リ
リ
ー
ナ
姫
が
幸
せ
に

な
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。
」

マ
シ
ュ
ー
「
そ
う
だ
な
。

リ
リ
ー
ナ
姫
、
元
気
で
い
ろ
よ
な
。
」

ル
セ
ア

「
私
達
の
こ
と
、
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。
」

ア
ス
レ
イ

「
ま
た
、
ど
こ
か
で
会
い
ま
し
ょ
う
ね
。
」

レ
イ
「
リ
リ
ー
ナ
姫
…
…
、
ま
た
な
！
！
」

リ
リ
ー
ナ
姫
「
皆
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
と

ホ
ン
ト
に
あ
り
が
と
う
。
さ
よ
う
な
ら
。
」

と
別
れ
を
告
げ
る
と
、
リ
リ
ー
ナ
姫
と

ロ
イ
王
子
は
隣
の
国
に
行
っ
た
。

一
方
、
ル
ー
テ
女
王
は
ま
た
ま
た
鏡
に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た
。
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ル
ー
テ
女
王
「
鏡
よ
鏡
、
も
う
リ
リ
ー
ナ
姫
は

生
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
度
こ
そ
、
世
界
で
１
番

優
秀
な
の
は
私
で
し
ょ
う
？
」

鏡
の
精
は
こ
う
答
え
た
。

鏡
の
精
「
違
い
ま
す
。
リ
リ
ー
ナ
姫
は
生
き

返
っ
て
、
ロ
イ
王
子
と
隣
の
国
に
住
ん
で

い
ま
す
。
リ
リ
ー
ナ
姫
が
１
番
優
秀
で
す
。
」

ル
ー
テ
女
王
は
鏡
の
精
の
答
え
に
怒
り
だ
し
、

ル
ー
テ
女
王

「
あ
な
た
は
嘘
つ
き
で
す
。
毒
リ
ン
ゴ
を

食
べ
さ
せ
た
か
ら
、
生
き
返
ら
な
い
は
ず
で
す
。
嘘
を
言
っ
た
罰
と
し
て
あ
な

た
を
割
り
ま
す
。
」

鏡
の
精
「
ル
ー
テ
女
王
様
、
や
め
て
下
さ
い
。
」

と
止
め
る
が
、
ル
ー
テ
女
王
は
ハ
ン
マ
ー
で
鏡
を
割
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
破

片
が
心
臓
に
突
き

刺
さ
り
、

ル
ー
テ
女
王
「
痛
い
で
す
。
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
。
」

バ
タ
ン
ッ
と
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
、
リ
リ
ー
ナ
姫
は
ロ
イ
王
子
と

結
婚
を
し
て
、
幸
せ
に
暮
ら
し
た
と
さ
。
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め
で
た
し
、
め
で
た
し
。
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（
後
書
き
）

し
ょ
～
も
な
か
っ
た
で
す
か
？

感
想
を
書
い
て
く
れ
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ファイアーエムブレムGBA版のキャラを使って、白雪姫の話を書いてみた。
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